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をそれぞれ因子D－Gから決まるC上の一次微分形式の線型系，因子Gから決まるC上の有理関数の
線型系として，線型写像⑫，Ψを
         の：9（D－G）一一一一→  F8
             ∪                ∪
             ω   ←一一一→（ResP1（ω），．．．，ResP”（ω））
         Ψ1工（G）  →  F8
             ∪               U
             ！  H（！（P、），．．．，！（P。））
とし，さらに9（D，G）＝Im⑫，工（D，G）＝ImΨとおく．
 定理（GopPa）．Cの種数をeとする．
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Like1ihood Estimation of Directiona1Interaction









           oθ（篶，灼；8ゴ，8ゴ）＝∫θ（8｛，8ゴ）， （タ，ブ）：隣接対
とする．このとき，対数尤度は
             109ム＝一  Σ＝1 ！；（8｛，8ゴ）一109Z（！θ；M）
                 5〈ゴ；n．n．
と表され，Z（！θ；M）は規格化因子である．ここで Σ は隣接対についての和を表す．また，上記の
                       ｛〈ゴ；n，n．
仮定により，Z（∫θ；W）には位置座標に関する積分は現われない．各点の隣接点数が一定の場合，この
Z（九；M）が厳密に求められることがある．
